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(57)【要約】
　使い捨てカメラシャフトおよび再利用可能なハンドル
を有する内視鏡
　内視鏡。当該内視鏡の挿入シャフトは、手術中に体腔
の内部の照明と画像を提供するように設計された、遠位
先端部にあるまたは先端部の近くにあるソリッドステー
トの照明回路および撮像回路を有する。ハンドルの近位
部分は、照明回路を駆動し、撮像回路からの撮像信号を
受信するための電子装置を有し、近位ハンドル部分は、
使用の間に滅菌することを可能にするように設計される
。近位ハンドル部分と挿入シャフトとの間のジョイント
は、挿入シャフトを近位ハンドル部分に分離可能に接続
するように設計される。分離された場合、ジョイントは
、廃棄および交換のために挿入シャフトの除去を許可す
る。ジョイントは、接続された場合、ジョイントが外科
医の手から挿入シャフトへ機械力を伝達できるように設
計され、近位ハンドル回路と照明および撮像回路との間
に電気的接続性を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハンドルおよび挿入シャフトを備え、
　前記挿入シャフトは、外科医が手術中に体腔の内部の照明と撮像を提供するように設計
された、先端部にあるまたは先端部の近くにあるソリッドステートの照明回路および撮像
回路を有し、
　前記ハンドルの近位部分は、前記照明回路を駆動し、前記撮像回路からの撮像信号を受
信するための電子装置を有し、前記近位部分は、使用の間に滅菌を可能にするように設計
され、
　前記近位部分と前記挿入シャフトとの間の、前記挿入シャフトを前記近位部分に分離可
能に接続するように設計されたジョイントを備え、
　分離された場合、前記ジョイントは、廃棄および交換のために前記挿入シャフトの除去
を許可し、
　接続された場合、前記ジョイントは、外科医の手と前記挿入シャフトとの間における機
械力の伝達と、前記ハンドルの電子装置と前記照明回路および前記撮像回路との間に電気
的接続性とを提供するように設計された、内視鏡。
【請求項２】
　前記ハンドルはさらに、前記挿入シャフトと近位ハンドル部分との間に置かれた遠位部
分であって、前記挿入シャフトは前記遠位部分に強固に取り付けられた遠位部分を有し、
　前記ジョイントは、前記ハンドルの前記遠位部分および近位部分を接続および接続解除
するように配置され、
　前記遠位部分は、外科医の手と前記挿入シャフトとの間で機械力を間接的に伝達し、前
記ハンドルの電子装置と前記照明回路および前記撮像回路との間に間接的な電気的接続性
を提供するように設計された、
　請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記ハンドルは、前記外科医が前記近位部分に対する前記挿入シャフトの軸の周りのロ
ール寸法で前記挿入シャフトを回転させることを補助するように設計された表面特徴を有
する回転カラーを有する、請求項１または２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記ハンドルの電子装置は、前記挿入シャフトのロールを感知するように設計され、前
記撮像回路から受信された表示された画像の直立を許可するように設計された角度回転信
号を提供する、請求項１から３のいずれか一項に記載の内視鏡。
【請求項５】
　画像センサへの取り付けは、前記挿入シャフトの中心軸に対して垂直なピッチまたはヨ
ー軸の周りに前記画像センサをパンニングすることを許可するように設計された、請求項
１から４のいずれか一項に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記内視鏡の内部にあり、前記内視鏡の前記内部の領域を滅菌するように設計された１
または複数の紫外線ＬＥＤをさらに備える、請求項１から５のいずれか一項に記載の内視
鏡。
【請求項７】
　吹送流体またはガスのためのホースは、近位ハンドル部分の中心軸の上にまたはその近
くに置かれるように設計された、請求項１から６のいずれか一項に記載の内視鏡。
【請求項８】
　各々が他のものとは異なる寸法を有する２またはそれより多くの挿入シャフトであって
、前記ジョイントにおける前記近位部分にそれぞれ接続可能で、挿入シャフトに対して異
なる要件を有する手術における前記近位部分の使用を許可する、２またはそれより多くの
挿入シャフトをさらに備える、請求項１から７のいずれか一項に記載の内視鏡。
【請求項９】
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　前記内視鏡のコンポーネントを滅菌するように設計された滅菌キャビネットをさらに備
える、請求項１から８のいずれか一項に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　ハンドルと挿入シャフトとを有する内視鏡を使用し、
　前記挿入シャフトは、外科医が手術中に体腔の内部の照明と撮像を提供するように設計
された、先端部にあるまたは先端部の近くにあるソリッドステートの照明回路および撮像
回路を有し、
　前記ハンドルの近位部分は、前記照明回路を駆動し、前記撮像回路からの撮像信号を受
信するための電子装置を有し、前記近位部分は、使用の間に滅菌を可能にするように設計
され、
　前記近位部分と前記挿入シャフトとの間のジョイントは、前記挿入シャフトを前記近位
部分に分離可能に接続するように設計される、方法であって、
　廃棄および交換のために前記挿入シャフトの除去を許可するように前記ジョイントを分
離する段階と、
　前記ジョイントを介して新たな挿入シャフトを再接続する段階であって、前記ジョイン
トは、外科医の手と前記挿入シャフトとの間における機械力の伝達と、前記ハンドルの電
子装置と前記照明回路および前記撮像回路との間における電気的接続性とを提供するよう
に設計された、再接続する段階と
　を備える、方法。
【請求項１１】
　前記ハンドルはさらに、前記挿入シャフトと近位ハンドル部分との間に置かれた遠位部
分であって、前記挿入シャフトは前記遠位部分に強固に取り付けられる、遠位部分を有し
、
　前記ジョイントは、前記ハンドルの前記遠位部分および近位部分を接続および接続解除
するように配置される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ハンドルは、前記外科医が前記近位部分に対する前記挿入シャフトの軸の周りのロ
ール寸法で前記挿入シャフトを回転させることを補助するように設計された表面特徴を有
する回転カラーを有する、請求項１０または１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記近位部分の内部の電子装置は、前記挿入シャフトのロールを感知するように設計さ
れ、前記撮像回路から受信された表示された画像の直立を許可するように設計された角度
回転信号を提供する、請求項１０から１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記挿入シャフトにおける画像センサへの取り付けは、前記挿入シャフトの中心軸に対
して垂直なピッチまたはヨー軸の周りに前記画像センサをパンニングすることを許可する
ように設計された、請求項１０から１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記内視鏡は、前記内視鏡の内部にあり、前記内視鏡の前記内部の領域を滅菌するよう
に設計された１または複数の紫外線ＬＥＤを有する、請求項１０から１４のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１６】
　吹送流体またはガスのためのホースは、近位ハンドル部分の中心軸の上にまたはその近
くに置かれるように設計された、請求項１０から１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　廃棄および交換のために第１挿入シャフトの除去を許可するように前記ジョイントを分
離する段階であって、前記第１挿入シャフトは、長さおよび直径の寸法を有する、分離す
る段階と、
　前記ジョイントの第２挿入シャフトを再接続する段階であって、前記第２挿入シャフト
が有する寸法は、少なくとも１つが前記第１挿入シャフトの対応する前記寸法とは実質的



(4) JP 2021-526419 A 2021.10.7

10

20

30

40

50

に異なり、２つの前記挿入シャフトは、身体の異なる臓器の手術用に設計された、再接続
する段階と
　のステップをさらに備える、請求項１０から１６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ジョイントの分離と前記挿入シャフトの除去とを行った後、前記内視鏡のコンポー
ネントを滅菌するように設計された滅菌キャビネットに、前記近位部分を配置するステッ
プをさらに備える、請求項１０から１７のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本願は、各々が「Ｅｎｄｏｓｃｏｐｅ　ｗｉｔｈ　Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅ　Ｃａｍｅｒ
ａ　Ｓｈａｆｔ」と題する２０１９年５月２０日に出願された米国仮出願６２／８５０，
３２６と、２０１８年８月２３日に出願された６２／７２２，１５０と、２０１８年６月
８日に出願された６２／６８２，５８５とに基づく優先権を主張し、当該出願はそのすべ
てが参照により本明細書に引用される。
【０００２】
　本願は、内視鏡、腹腔鏡、関節鏡、大腸内視鏡および同様の装置、器具、実装、または
、医学的目的のために生きているまたは死んだヒトおよび動物の身体を評価、検査、測定
、モニタリング、研究またはテストするために特別に適応または使用されることが意図さ
れたプロセスに関する。
【発明の概要】
【０００３】
　一般的に、第１態様では、本発明は内視鏡を特徴とする。内視鏡は、ハンドルと挿入シ
ャフトとを有する。挿入シャフトは、外科医が手術中に体腔の内部の照明と撮像を提供す
るように設計された、先端部にあるまたは先端部の近くにあるソリッドステートの照明回
路および撮像回路を有する。ハンドルの近位部分は、照明回路を駆動し、撮像回路からの
撮像信号を受信するための電子装置を有し、近位ハンドル部分は、使用の間に滅菌するこ
とを可能にするように設計される。近位ハンドル部分と挿入シャフトとの間のジョイント
は、挿入シャフトを近位ハンドル部分に分離可能に接続するように設計される。分離され
た場合、ジョイントは、廃棄および交換のために挿入シャフトの除去を許可する。ジョイ
ントは、接続された場合、ジョイントが外科医の手から挿入シャフトへ機械力を伝達でき
るように設計され、近位ハンドル回路と照明および撮像回路との間に電気的接続性を提供
する。
【０００４】
　一般的に、第２態様では、本発明は、ハンドルおよび挿入シャフトを有する内視鏡によ
る実行の方法を特徴とする。挿入シャフトは、外科医が手術中に体腔の内部の照明と撮像
を提供するように設計された、先端部にあるまたは先端部の近くにあるソリッドステート
の照明回路および撮像回路を有し、ハンドルの近位部分は、照明回路を駆動し、撮像回路
からの撮像信号を受信するための電子装置を有し、近位ハンドル部分は、使用の間に滅菌
を可能にするように設計され、近位ハンドル部分と挿入シャフトとの間のジョイントは、
挿入シャフトを近位ハンドル部分に分離可能に接続するように設計される。ジョイントは
、廃棄および交換のために挿入シャフトの除去を許可するように分離される。ジョイント
は新たな挿入シャフトを用いて再接続され、接続は、外科医の手と挿入シャフトとの間に
おける機械力の伝達と、近位ハンドル回路と照明および撮像回路との間における電気的接
続性とを提供するように設計される。
【０００５】
　本発明の実施形態は、以下の特徴の１または複数を含み得る。ハンドルは、近位部分お
よび遠位部分を有し得る。遠位部分は、挿入シャフトと近位ハンドル部分との間に置かれ
得る。挿入シャフトは、遠位ハンドル部分に強固に取り付けられ得る。ジョイントは、ハ
ンドルの遠位部分および近位部分を接続および接続解除するように配置され得る。遠位ハ
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ンドル部分は、外科医の手と挿入シャフトとの間で機械力を間接的に伝達し、近位ハンド
ル回路と照明および撮像回路との間に間接的な電気的接続性を提供するように設計され得
る。ハンドルは、外科医が近位ハンドル部分に対する挿入シャフトの軸の周りのロール寸
法で挿入シャフトを回転させることを補助するように設計された表面特徴を有する回転カ
ラーを有し得る。近位ハンドル部分の内部の電子装置は、挿入シャフトのロールを感知す
るように設計され、撮像回路から受信された表示された画像の直立（ｒｉｇｈｔｉｎｇ）
を許可するように設計され得る角度回転信号を提供する。画像センサへの取り付けは、挿
入シャフトの中心軸に対して垂直なピッチまたはヨー軸の周りに画像センサをパンニング
することを許可するように設計され得る。内視鏡の内部にある１または複数の紫外線ＬＥ
Ｄは、内視鏡の内部の領域を滅菌するように設計され得る。吹送流体またはガスのための
ホースは、近位ハンドル部分の中心軸上にまたはその近くに置かれるように設計され得る
。各々が他のものとは異なる寸法を有する２またはそれより多くの挿入シャフトは、ジョ
イントにおける近位ハンドル部分にそれぞれ接続可能で、挿入シャフトに対して異なる要
件を有する手術における近位ハンドルの使用を許可し得る。滅菌キャビネットは、内視鏡
のコンポーネントを滅菌するように設計され得る。
【０００６】
　上記の利点および特徴は、代表的な実施形態のみのものであり、本発明の理解を補助す
るためにのみ提示される。それらが請求項により定義されるものとしての本発明を限定す
るものとみなされないことを理解されたい。本発明の実施形態の追加の特徴および利点は
、以下の説明において、図面から、請求項から明らかになる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１（ａ）】内視鏡の斜視図である。
【図１（ｂ）】内視鏡の斜視図である。
【図１（ｃ）】内視鏡の斜視図である。
【図１（ｄ）】内視鏡の斜視図である。
【図２（ｄ）】内視鏡の斜視図である。
【図３（ａ）】内視鏡の斜視図である。
【図３（ｅ）】内視鏡の斜視図である。
【図３（ｇ）】内視鏡の斜視図である。
【図４（ａ）】内視鏡の斜視図である。
【図５（ａ）】内視鏡の斜視図である。
【図５（ｂ）】内視鏡の斜視図である。
【図５（ｄ）】内視鏡の斜視図である。
【０００８】
【図２（ａ）】内視鏡の平面図である。
【図２（ｂ）】内視鏡の平面図である。
【図２（ｃ）】内視鏡の平面図である。
【０００９】
【図３（ｂ）】部分的に切断された内視鏡を示す。
【図３（ｃ）】部分的に切断された内視鏡を示す。
【図３（ｄ）】部分的に切断された内視鏡を示す。
【図３（ｆ）】部分的に切断された内視鏡を示す。
【図４（ｂ）】部分的に切断された内視鏡を示す。
【図４（ｃ）】部分的に切断された内視鏡を示す。
【図４（ｄ）】部分的に切断された内視鏡を示す。
【図５（ｃ）】部分的に切断された内視鏡を示す。
【００１０】
【図６】減菌器における内視鏡のハンドルの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１１】
　Ｉ．概観
　図１（ａ）、図１（ｂ）、図１（ｃ）および図１（ｄ）を参照すると、外科用内視鏡１
００は、内視鏡のハンドル１１２、１１４からシャフト１１０の部分を取り外すことを許
可するように構成され得る。シャフトの先端部１１６におけるカメラまたは画像センサ、
任意のパンニングメカニズム、照明、電力および信号コネクタ、および流体流路が、使い
捨てシャフト１１０にあり得る。ハンドル１１２、１１４は、再利用可能に設計され得る
（これは、ハンドル１１２、１１４が、例えば、オートクレーブまたは他の滅菌デバイス
において滅菌可能であってもよく、または、使い捨ての滅菌スリーブにより保護可能であ
ってもよいことを示唆する）。取り外し可能なシャフトとハンドル１１２、１１４の再利
用可能な部分との間のジョイント１３０は、ハンドルにおいて一般に遠位であり得る（た
だし、必ずしも最も遠位の端部にある必要はない）。交換可能なシャフト部分１１０は、
シャフト１１０と共に使い捨て可能なハンドルの使い捨て可能な部分１２０と共に使い捨
て可能であり得る。
【００１２】
　ＩＩ．再利用性：部分的に再利用可能な、部分的に使い捨て可能な／交換可能な、間に
連結ジョイントがある
　図１（ａ）、図１（ｃ）、図２（ａ）、図２（ｂ）、図２（ｃ）、図２（ｄ）および図
３（ａ）を参照すると、内視鏡１００のハンドルは、３つの主要コンポーネントを含み得
る。
　・使い捨てキャップ１２０。ハンドルのこの最も遠位の部分は、シャフト１１０の取り
付けベースとして機能し得、ハンドルの残りの１１２，１１４から接続解除され得る。こ
の使い捨てキャップ部分１２０は（シャフト１１０および内部コンポーネントと共に）、
使い捨てであってよい。
　・回転カラー１１２は、外科医がハンドルの中心軸の周り、すなわち、シャフトのロー
ル軸１２６の周りに回転カラー１２０を回転させることを可能にするための表面特徴３０
２、３０４を有し得る。手術中に、挿入シャフト１１０、使い捨てキャップ１２０および
回転カラー１１２は、互いに回転するように係止され得、その結果、回転カラーを回転さ
せることは、使い捨てキャップ１２０およびシャフト１１０の回転１２６に影響を及ぼす
。
　・近位静止ハンドル１１４は、ハンドルに内部に、シェルを囲むコンポーネントを有す
る。ハンドル１１４の外径および外面は、外科医の手に容易ですべりにくいグリップを提
供するように設計され得る。近位ハンドルと回転カラーとの間のジョイント１２８は、こ
れら２つのコンポーネントが互いに対して回転することを可能にし得る。いくつかの場合
において、近位ハンドル１１４の内部の回路基板および同様のコンポーネントは、近位ハ
ンドル１１４の内部の使い捨てキャップ１２０および回転カラー１１２と共に回転し得る
。使い捨てキャップ１２０および回転カラー１１２は、ジョイント１３０において互いか
ら分離可能であり、その結果、ハンドル１１４および回転カラー１１２（およびそれらの
内部コンポーネント）が再利用可能である一方、使い捨てキャップ１２０およびシャフト
１１０は使い捨てであってよい。
【００１３】
　図１（ａ）、図１（ｃ）、図１（ｄ）、および図３（ａ）を参照すると、使い捨てキャ
ップ１２０と回転カラー１１２との間には、３つの基本接続が行われ得る。
　・使い捨て可能な部分１２０を再利用可能なハンドル１１２、１１４に保持するための
回転係止結合部１４０、１４２。連結１４０、１４２は、挿入および引き抜き力、ロール
、ピッチ、ヨートルク、横力、および同様の力を、近位の再利用可能なハンドル１１２、
１１４から遠位の使い捨て可能な部分１２０およびシャフト１００に伝達するのに充分な
強度を有し得、それにより、医師が必要に応じて照明および／またはカメラを狙うことを
可能にする。使い捨てキャップ１２０と回転カラー１１２との間のジョイント１３０は、
一般に、ハンドルの遠位端に向かって置かれ得る。使い捨てキャップおよび回転カラー１
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１２は、ジョイント１３０の中心および周囲の平らな力伝達表面１４４によって係合され
てもよく、その結果、これらの力は、分離可能なジョイント１３０の周囲においてサポー
トされる。１または複数の解放ボタン１４６は、１または複数の係止スナップ１４８を係
合解除させるために押されてもよく、または、圧迫されてもよい。機械的接続は、回転可
能な係止リングまたは他の解放／固化メカニズムを含み得る。
　・照明源およびカメラに電力を供給し、光信号をカメラからハンドル１１２、１１４の
処理ボードおよび内視鏡の外側の表示システムに運搬するための電気接続。電力および信
号の接続解除可能な電気接続は、高速信号のシグナルインテグリティを維持できる、ＵＳ
Ｂ－Ｃコネクタ１５０、１５２、ミニＨＤＭＩ（登録商標）コネクタ、または同様のコネ
クタにより実現され得る。照明が光ファイバにより運ばれるとき、ジョイント１３０は光
コネクタを含み得る。
　・カメラの任意のパンニングメカニズムへの接続解除可能な接続は、リンクなどの物理
コネクタにより実現され得る。
【００１４】
　いくつかの場合において、カメラ／画像センサ、ＬＥＤおよび電子的接続（ならびにカ
メラ／画像センサをパンニングするための任意の機械的接続）は、挿入シャフト１１０か
ら着脱可能であり得る。シャフト１１０およびキャップ１２０は、容易な滅菌が可能であ
るように十分に滑らかで単純な形状であり得る。同様に、電子装置がシャフト１１０の内
部から１回除去されると、それらも滅菌可能であり得る。再利用のためにシャフトとその
内部コンポーネントを分解、滅菌およびリアセンブルすることは、特に、人件費が低い市
場において費用対効果が高い。
【００１５】
　灌漑液または膨張ガスのための１または複数の流体ホース１６０（または、１つが流体
用で１つがガス用の２つのホース）は、使い捨てキャップ１２０によって入ってよく、そ
の結果、灌漑／膨張チャネルの流体管のセットの全体は、使い捨てシャフト部分と共に使
い捨てであってよい。他の場合において（例えば、図５（ａ）および図５（ｂ））、流体
ホース１６２は、内視鏡の近位端に入り得、ジョイント１３０内における流体の流入およ
び流出のための接続解除可能な流体接続は、ガスケットおよびＯリングなどにより実現さ
れ得る。代替的に、ホース用のコネクタは、患者との接触により汚染された可能性がある
すべてのホースの廃棄を容易にすべく、内視鏡の近くの（単一プロシージャのコースにお
ける挿入シャフトの「迅速な変化」の交換を可能にすることが望ましい場合がある出願の
場合）または内視鏡から遠く離れた（通常、廃液のレセプタクルにある）、内視鏡そのも
ののアウトボードであり得る。
【００１６】
　使い捨てシャフト１１０、１２０は、体液と接触するコンポーネントの使い捨てを容易
にするように設計され得る。多くの場合、滅菌は不完全であるので、患者の安全は、患者
の体液と接触したコンポーネントを廃棄することにより向上し得る。滅菌性を向上させる
ためには、使い捨てコンポーネント１１０、１２０におけるコンポーネントを減らし、そ
の結果、使い捨てコンポーネントのコストを減らし、滅菌が困難であり得る表面特徴およ
び割れ目を減らすことが望ましい場合がある。したがって、レンズ、画像センサ、ＬＥＤ
、パンニングメカニズムおよびシャフトは、使い捨てであってよい。加えて、シャフト１
１０は流体の流入および流出に使用され、使い捨てなので、体液に対するシーリングは不
要であり得る。
【００１７】
　図５（ｃ）を参照すると、灌漑／吹送流体／ガス流入用ホース１６０、灌漑／吹送流体
／ガス流出用ホース１６２、および電気接続コード１６４は、使い捨てキャップ１２０に
永久的に取り付けられ５４０、５４２得る。この配置は、外科手術腔から水を運搬し、従
って汚染されるホース１６２が使い捨て可能であり得るようにして、ハンドルの再利用可
能な部分１１４が流体と接触しないことを可能にし得る。ホースおよびコード１６０、１
６２は、再利用可能なハンドル１１２、１１４の長さを走行するチャネル５５４によって
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ルーティングされ得る。チャネル５４４は、ホースおよびコード１６０、１６２、１６４
ならびにコネクタ５５０、５５２の容易な移動を許可するのに十分に大きい内径を有し得
、容易な滅菌を可能にする連続的で滑らかな壁を有し、交換可能なコンポーネントを即時
交換可能にする。チャネル５５４は、プリント回路基板４２２を中心軸に置くことを可能
にすべく、中心軸から外れていてよい。ホースおよびコード１６０、１６２の端部におけ
るコネクタ５５０、５５２は、チャネル５５４を通過するのに十分小さな大きさであり得
る。したがって、シャフト１１０、キャップ１２０、ホースおよびコード１６０、１６２
の交換は、コネクタ５５０、５５２とホースおよびコード１６０、１６２とをチャネル５
４４によって通過させることにより実現され得る。電気コード１６４は、ジョイント１３
０にまたはその近くにコネクタ５５４を有し得、灌漑／吹送流体／ガスを外科手術腔に流
すためのホース１６０は同様に、このホースが再利用可能にすべくジョイント１３０にコ
ネクタを有し得、または、漏れの可能性を減らすべく永久的に取り付けられ５４０得る。
ホースおよびケーブル１６０、１６２をほぼ軸上に有することは、内視鏡の使用中におけ
る望ましくないケーブルフロップを減少させ、キャップ１２０に対する望ましくないトル
クを減少させる。シャフト１２０、キャップ１２０、およびホース１６０、１６２を交換
のための一体ユニットとして形成することは、漏れの可能性を減少させ、交換動作の滅菌
性を向上させる。
【００１８】
　図５（ｄ）を参照すると、交換可能／使い捨てシャフトおよびその取り付けコンポーネ
ントは、異なるタイプの手術に特化され得る。例えば、腹腔鏡下胸部手術のための交換可
能な使い捨てキャップ／シャフトユニット１１０、１２０は、４００ｍｍの長さと１０ｍ
ｍの直径を有するシャフトを有し得る。ひざと股関節の関節鏡下手術のための交換可能な
コンポーネントは、長さが１５５ｍｍで、直径が５．５ｍｍまたは４ｍｍであり得る。小
さい関節の場合、２．９ｍｍまたはそれより小さい直径の交換可能なシャフトが好ましい
場合がある。様々な外科専門分野の典型的な寸法は、以下の通りであり得る（ミリメート
ルで測定）。
【表１】

【００１９】
　様々な交換可能なコンポーネント１１０は、先端部１１６に異なる器具を有し得る。例
えば、様々な交換可能なシャフトは、０°（軸上に直接）、３０°、４５°、７０°、お
よび９０°の方向に向けられたカメラを有し得る。
【００２０】
　図１（ｂ）を参照すると、使い捨てシャフト部分１１０、１２０は、結果として、保護
および強度のための外側カニューレ１３２と、様々な照明、光および流体運搬コンポーネ
ントを保持する内側シャフト部分１３４とに分離可能であり得る。
【００２１】
　ＩＩＩ．内視鏡の追加の特徴
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　図２（ａ）、図２（ｂ）、図２（ｃ）および図２（ｄ）を参照すると、内視鏡は、ハン
ドル１１２、１１４、１２０と、身体に挿入するためのシャフト１１０とを有し得る。シ
ャフト１１０の遠位先端部１１６にまたはその近くには、カメラ、電子画像センサ、また
は他の光学コンポーネントがあり得る。カメラの方向は、内視鏡において固定されてもよ
く、またはパンニング可能であってもよい。カメラは、シャフトから外を見るように先端
部１１６にあってもよく、または、シャフトの構造的先端部より短い距離だけ後方に凹ん
でいてもよい。さらに、先端部にまたはその近くには、ＬＥＤなどの照明源があり得る。
先端部１１６は、硬質の尖ったトロカール先端部を有してもよく、または、画像センサを
超えて達するスプーン状の部分を有してもよく、または、可撓性を有し、挿入中にカメラ
／画像センサに物理的な保護を提供するためにまたは外科用切断デバイスからカメラ／画
像センサを保護するために、それぞれの場合において（大腸内視鏡の先端部のように）撮
像カメラを少し越えて延伸してよい。
【００２２】
　照明は、可視光、赤外線および／または紫外線であり得る。いくつかの場合において、
照明ＬＥＤ（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ）は再利用可能なハンドル１１
２、１１４に配置され得、使い捨てシャフトは、先端部に光を伝達するための光ファイバ
を有し得、ジョイント１３０は光カプラを有し得る。他の場合において、照明ＬＥＤは先
端部１１６に配置され、外科手術腔を直接照明し得る。そのような場合において、ジョイ
ント１３０は電源コネクタを有し得る。いくつかの場合において、ＬＥＤは先端部から凹
んでいてもよく、または、シャフトのある場所に配置されてもよく、光ファイバは先端部
に照明光を運搬してよい。光ファイバは、例えば、分割して構成され、その結果、光は、
画像センサの周りに望ましいパターンで配列され、画像センサの周りの外科手術腔に光を
より良く分散させ得る。
【００２３】
　シャフト１１０そのものは、硬質であり、ステンレススチールまたはコーティングアル
ミニウムなどの、生体反応性を有しない金属で作製され得る。いくつかの場合において、
内視鏡先端部の周りの外科手術腔には、ガス（通常、二酸化炭素）が吹送されてもよく、
または、生理食塩水が灌漑されてもよい。いずれの場合においても、流体の流入および流
出は、シャフトを通るチャネルにより実現され得る。
【００２４】
　また、シャフト１１０は、照明ＬＥＤおよびカメラに電源線を運搬し、ハンドルの再利
用可能な部分１１２、１１４において、カメラから電子装置に光信号を戻す信号線を運搬
し得る。カメラへの電力は、可撓性ケーブル内のコンダクタによってまたはプリント回路
基板（可撓性を有するまたは硬質）で供給され、パリレンなどのコンフォーマルで絶縁さ
れたコーティングを用いて絶縁され得る。可撓性を有するこの同じ可撓性を有する回路基
板は、カメラからのビデオ信号用の信号コンダクタを有し得る。ビデオ信号は、例えば、
ＭＩＰＩ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
）またはＨＤＭＩのような任意のビデオ信号プロトコルを使用して、カメラからハンドル
へと伝送され得る。パリレンも生体適合性を向上させ得る。
【００２５】
　また、シャフト１１０は、ケーブルまたは他の機械的要素を運搬し、カメラのパンニン
グを制御し得る。
【００２６】
　図３（ａ）を参照すると、回転カラーは、回転を容易にする様々な特徴を有し得る。例
えば、凹み３０２は、軽いロールトルクのために指に適切なグリップを提供し得る。フィ
ン３０４は、より大きいロールトルクにより大きい影響力を提供し得、また、固定された
回転基準点を提供し得る。
【００２７】
　ボタン３１０は、照明ＬＥＤをオンまたはオフに変えること、写真撮影、およびビデオ
の開始および停止などといった様々な機能を実行し得る。単一のボタンが、押圧の性質に
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基づいて、これらのすべての機能を実行し得る。例えば、３秒間押したままにすると、照
明ＬＥＤが点滅し得る。速く押すと、単一フレームの静止画像がキャプチャされ得る。２
回クリックすると、ビデオ記録を開始および停止し得る。
【００２８】
　シャフト１１０の先端部１１６におけるカメラがパンニング可能であるまたは他の制御
可能な特徴を有するとき、ボタン３１０の近くに、カメラの調整を制御するためのする制
御部（例えば、レバー、またはタッチスライドパネルなど）が存在し得る。
【００２９】
　１または複数の紫外線ＬＥＤは、ハンドル１１２、１１４の内部、シャフト１１０の内
部、または先端部１１６の近くに配置され、デバイスの内部コンポーネントを確実に滅菌
すること、または、水がデバイスを通過する際に水を確実に滅菌することを補助し得る。
【００３０】
　図３（ｂ）を参照すると、灌漑／吹送ホース１６０、１６２は、ハンドルによって様々
な点に入り得る。例えば、灌漑／吹送ホース１６０、１６２は、フィン３０４によって入
り得る。または、図５（ａ）および図５（ｂ）に示されるように、灌漑／吹送流体／ガス
ホース１６０、１６２は、ハンドル１１４の近位端によって入り得る。次に、このホース
は、ジョイント１３０内の流体接続解除ジョイント３２０を介して接続解除可能であって
よい。図３（ｃ）を参照すると、吹送流体／ガス用のホース１６０が使い捨てキャップ１
２０によって入る場合において、様々なジョイントおよびストレインリリーフフィーチャ
３４０は決まった位置にホース１６０を保持するのに使用され得る。
【００３１】
　図３（ｄ）および図３（ｇ）を参照すると、ＵＳＢ－ＣまたはミニＨＤＭＩコネクタな
どの電気コネクタ１５０、１５２は、ハンドル１１４の内部の回路基板にカメラを接続す
るのに使用され得る。
【００３２】
　図３（ｅ）を参照すると、回転係止結合部１４０、１４２は、回転カラー１１２と回転
関係にある使い捨てキャップ１２０を係止し得る。様々な硬質で弾性のある特徴１４４、
１４８は、他の力およびトルクに対してそれらを合わせて係止し得、解放ボタン１４６は
それらを係合解除させて使い捨てキャップ１２０の交換を可能にすることを許可し得る。
【００３３】
　図３（ｆ）を参照すると、ハンドルの静止部分１１４と回転カラー１１２との間の回転
は、ジョイント１２８における回転ベアリング３６０を介して提供され得る。
【００３４】
　図４（ｂ）および図４（ｃ）を参照すると、近位ハンドル１１４は、多数のコンポーネ
ントを格納し得る。通常は、患者との偶発的な接触のみを伴うコンポーネント（従って、
より少ない交差感染リスクを示す）であり、コストが高く、（従って、再利用可能である
ことが望ましい）、滅菌可能であってもよく、または滅菌スリーブによりカバーされても
よい。例えば、近位ハンドル１１４は、電力変圧器、信号増幅器、照明ＬＥＤとカメラと
の制御、カメラをパンニングする機械的制御、および、カメラからの画像の直立のための
回転センサなどを保持し得る。また、ハンドルは、電源、信号、および流体などの外部の
ソースおよび宛先への接続に含まれ得る。
【００３５】
　近位ハンドル１１４は、カメラの角度方向が確かめられ得るように、回転センサを含み
得る。例えば、近位ハンドル１１４の内面は、１または複数の磁石４２０を取り付け得、
（回転カラー１１２および使い捨てキャップ１２０とともに回転する）プリント回路基板
４２２は、磁石を検出するセンサ４２４を有し得る。これは、回転方向を計算するのに使
用されてよく、結果として、ビデオディスプレイスクリーン上のカメラからの画像を「直
立」にするのに使用され得る。
【００３６】
　シャフトの遠位先端部、そこに取り付けられたカメラ、およびシャフト内のコンポーネ
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ントの取り付けは、強固に設計され得る。時々、手術中に、内視鏡の先端部がシェーバー
、アブレーションプローブ、または焼灼プローブと接触し得、先端部はそのような接触に
対して強固であることが望ましい場合がある。コンポーネントが移動して患者の体内に残
り得るリスクを減らすべく、使い捨てシャフトおよびそのコンポーネントは、機械的故障
のリスクが高いジョイントを回避するように設計され得る。使い捨て光システムは、複数
の外科的プロシージャにおいて使い捨て不可能な光学装置が再利用される場合に発生する
画像の悪化を防止し得る。
【００３７】
　ある種類としての内視鏡は、関節鏡、腹腔鏡、大腸内視鏡、および様々な体腔向けの他
の特化された内視鏡を含む。関節手術用の関節鏡の場合、シャフトは５ｍｍ、５．５ｍｍ
、または６ｍｍと小さく、かなり硬質である。大腸内視鏡などの他の内視鏡の場合、直径
はより大きくてよく、シャフトは可撓性であってよい。
【００３８】
　内視鏡は、ハンドルおよび複数の先端部として移送され得、各先端部は、滅菌のために
それぞれシーリングされる。
【００３９】
　図６を参照すると、再利用可能なハンドル１１２、１１４は、減菌器６００内で滅菌さ
れ得る。ホース１６０、１６２と、患者または患者と接触した流体と接触する内視鏡１０
０の他のすべての部分とは、使い捨てであることが好ましい。再利用可能な部分１１２、
１１４の設計は、患者の体液との接触を回避することによって汚染を最小限にすることを
確実にする。減菌器６００は、１または複数の再利用可能なハンドル１１２、１１４を受
け入れ、紫外線ＬＥＤ６０２からそれらを紫外光で照射するように配置され得る。ハンド
ルチャネル５４４を通過するロッド６１０は、それらの長さに沿って配置された紫外線Ｌ
ＥＤ６１２を有し、内部チャネル５４４を滅菌し得る。
【００４０】
　ＩＶ．他の実施形態
　ここで説明された様々なプロセスは、適切にプログラミングされた汎用コンピュータ、
専用コンピュータ、およびコンピューティングデバイスにより実装され得る。通常、プロ
セッサ（例えば、１または複数のマイクロプロセッサ、１または複数のマイクロコントロ
ーラ、１または複数のデジタル信号処理装置）は、命令を（例えば、メモリまたはそのよ
うなデバイスから）受信し、それらの命令を実行することにより、それらの命令により定
義された１または複数のプロセスを実行する。命令は、１または複数のコンピュータプロ
グラム、１または複数のスクリプト、または他の形態で具現化され得る。処理は、１また
は複数のマイクロプロセッサ、中央処理装置（ＣＰＵ）、コンピューティングデバイス、
マイクロコントローラ、デジタル信号処理装置、またはそのようなデバイスまたはそれら
の任意の組み合わせで実行され得る。処理を実装するプログラムと、動作されるデータと
は、さまざまな媒体を使用して格納および伝送され得る。いくつかの場合において、ハー
ドワイヤード回路またはカスタマイズされたハードウェアは、決まった位置において使用
されてもよく、または、プロセスを実装し得るいくつかのまたはすべてのソフトウェア命
令と組み合わせて使用されてもよい。説明されたもの以外のアルゴリズムが使用され得る
。
【００４１】
　プログラムおよびデータは、目的に適した様々な媒体に格納されてもよく、または、コ
ンピュータ、プロセッサまたはそのようなデバイスにより読み取りおよび／または書き込
みされ得る異種の媒体の組み合わせに格納されてもよい。媒体は、不揮発性媒体、揮発性
媒体、光媒体または磁気媒体、ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）、スタ
ティックＲＡＭ、フロッピーディスク、フレキシブルディスク、ハードディスク、磁気テ
ープ、任意の他の磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、任意の他の光媒体、パンチカード、
ペーパーテープ、孔のパターンを有する任意の他の物理媒体、ＲＡＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲ
ＯＭ、フラッシュＥＥＰＲＯＭ、任意の他のメモリチップまたはカートリッジ、または他
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【００４２】
　データベースは、データベース管理システムまたはアドホックメモリ構成スキームを使
用して実装され得る。説明されたデータベース構造に対する代替的なデータベース構造は
容易に採用され得る。データベースは、そのようなデータベースにおけるデータにアクセ
スするデバイスからローカルにまたはリモートに格納され得る。
【００４３】
　いくつかの場合において、処理は、１または複数のデバイスと通信する（例えば、通信
ネットワークを介して）コンピュータを含むネットワーク環境において実行され得る。コ
ンピュータは、任意の有線または無線媒体（例えば、インターネット、ＬＡＮ、ＷＡＮま
たはＥｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）、トークンリング、電話線、ケーブル線、無線チャネ
ル、光通信線、商業用オンラインサービスプロバイダ、掲示板システム、衛星通信リンク
、上記のいずれかの組み合わせ）を介して、デバイスと直接または間接的に通信し得る。
伝送媒体は、同軸ケーブル、銅線および光ファイバを含み、これらはプロセッサに結合さ
れたシステムバスを備える線を含む。伝送は、伝送媒体を介して発生してもよく、または
、赤外線、ＷｉＦｉ、およびＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）などといったものを介して
、様々なプロトコルを使用する様々な周波数において、電磁波を介して発生してもよい。
デバイスの各々はこれら自身で、コンピュータ、または、コンピュータと通信するのに適
応された、インテル（登録商標）のＰｅｎｔｉｕｍ（登録商標）もしくはＣｅｎｔｒｉｎ
ｏ（登録商標）プロセッサに基づくものなど、他のコンピューティングデバイスを備え得
る。任意の数および種類のデバイスがコンピュータと通信し得る。
【００４４】
　サーバコンピュータまたは中央集中型の権限は、必要であるまたは望ましいことがあっ
てもよく、またはそうでなくてもよい。様々な場合において、ネットワークは、中央権限
デバイスを含んでもよく、または含まなくてもよい。様々な処理機能が、中央権限サーバ
、いくつかの分散されたサーバのうち１つ、または他の分散されたデバイスで実行され得
る。
【００４５】
　読者の便宜のために、上記の説明は、可能なすべての実施形態の代表的なサンプル、本
発明の原理を教示し、それを実行するために考えられる最良の形態を伝えるサンプルに着
目している。本願および関連付けられたファイル履歴全体を通して、「発明（ｉｎｖｅｎ
ｔｉｏｎ）」という用語が使用される場合、それは説明された概念および原理の全体の集
合に関する。これとは対照的に、排他的に保護される財産権の正式な定義が、排他的に制
御された請求項に記載されている。説明は、可能なすべての変形を徹底的に列挙すること
を試みるものではない。他の説明されていない変形または修正が可能であり得る。複数の
代替的な実施形態が説明されていると、多くの場合は、異なる実施形態の要素を結合する
こと、または、ここで説明された実施形態の要素を、明確に説明されていない他の修正ま
たは変形と結合することが可能である。項目の一覧は、別段の明確な規定がない限り、任
意のまたはすべての項目が互いに排他的であることを示唆するものでもなければ、任意ま
たはすべての項目が任意のカテゴリに包括的であることを示唆するものでもない。多くの
場合、１つの特徴または特徴のグループは、説明された全体の装置または方法とは別個に
使用され得る。それらの説明されていない変形、修正および変形の多くは、以下の請求項
の文字通りの範囲内にあり、他も同等である。
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